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【
お
こ
と
わ
り
】
連
載
の
「
出

会
い
の
カ
タ
チ
」
は
休
み
ま
し

た
。 ∪
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会見する大友直人音楽監督

群
馬
交
響
楽
団
の
大
友
直
人

音
楽
監
督
は

日

高
崎
市
役

所
で
会
見
し

２
０
１
６
年
度

に
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
開
く

定
期
演
奏
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

発
表
し
た

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の
前
橋
汀
子
さ
ん
や
神
尾
真
由

子
さ
ん
ら
多
彩
な
ソ
リ
ス
ト
を

迎
え
る
ほ
か

日
本
の
現
代
の

作
曲
家
に
よ
る
作
品
に
も
挑

む

大
友
監
督
は

バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

群
響
が
高
い
緊
張
感
を
持
っ
て

臨
め
る
難
曲
を
そ
ろ
え
た

創

立

周
年
を
迎
え
た
本
年
度
の

高
揚
感
を
新
年
度
に
つ
な
げ
た

い

と
意
気
込
み
を
語
っ
た

新
年
度
の
定
演
は

年
以

降
、
４
月
に
開
い
て
き
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
定
演

に
改
め
、
従
来
よ
り
１
回
多
い

全

回
と
な
る
。

前
橋
さ
ん
を
迎
え
る
４
月

日
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
バ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
、
神
尾
さ

ん
が
登
場
す
る
６
月

日
は
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
バ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
」
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

田
部
京
子
さ
ん
が
出
演
す
る
来

年
１
月

日
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

番
」
で

協
演
。
ソ
リ
ス
ト
の
お
は
こ
を

正
面
か
ら
聴
い
て
も
ら
う
。

月

日
は
２
年
前
の
大
雪

で
中
止
に
な
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
指
揮
は
ガ
エ
タ
ノ
・
デ
ス

ピ
ノ
ー
サ
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
は
小

山
実
稚
恵
さ
ん
。
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
「
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主
題
に
よ

る
狂
詩
曲
」
や
シ
ョ
ス
タ
コ
ー

ビ
ッ
チ
「
交
響
曲
第
５
番
」
な

ど
を
演
奏
す
る
。

日
本
の
現
代
の
作
曲
家
に
よ

る
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
４
月
の
定
演

で
戦
中
戦
後
に
活
躍
し
た
作
曲

家
、
渡
辺
浦
人
さ
ん
の
交
響
組

曲
「
野
人
」
、
来
年
３
月
に
は

千
住
明
さ
ん
の
オ
ペ
ラ
「
滝
の

白
糸
」
序
曲
を
取
り
上
げ
る
。

県
民
３
０
０
人
に
よ
る
群
馬

交
響
楽
団
合
唱
団
と
の
協
演
は

９
月

日
。
フ
ォ
ー
レ
「
レ
ク

イ
エ
ム
」
を
披
露
す
る
。
同
日

は
サ
ン
サ
ー
ン
ス
「
交
響
曲
第

３
番
」
に
も
初
挑
戦
す
る
。

大
友
監
督
は
「
東
京
公
演
も

含
め
、
群
響
が
近
年
取
り
組
ん

で
こ
な
か
っ
た
曲
に
焦
点
を
当

て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
た
。

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
群
響
事
務

局
（
☎
０
２
７
・
３
２
２
・
４

３
１
６
）
へ
。

多
彩
な
難
曲
そ
ろ
う

新
年
度
の
定
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
表

群 響

豚
流
行
性
下
痢

感
染

例
目
か

中
部
管
内
で

頭

子
豚
が
感
染
す
る
と
高
い
確

率
で
死
ぬ
豚
流
行
性
下
痢
（
Ｐ

Ｅ
Ｄ
）
で
、
県
は

日
、
中
部

家
畜
保
健
衛
生
所
管
内
の
農
場

で
豚

頭
が
下
痢
を
起
こ
し
、

Ｐ
Ｅ
Ｄ
に
感
染
し
た
疑
い
が
強

い
と
発
表
し
た
。
２
０
１
４
年

４
月
以
降
、
県
内
で
１
０
２
例

目
と
な
る
。

発
症
し
た
の
は
約
千
頭
を
飼

う
農
場
で
、

日
に
同
衛
生
所

に
通
報
が
あ
っ
た
。
死
ん
だ
豚

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
県
は

こ
の
農
家
に
対
し
、
豚
舎
な
ど

の
消
毒
の
徹
底
を
指
導
す
る
と

と
も
に
、
当
面
は
出
荷
を
控
え

る
よ
う
に
要
請
し
た
。
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恐
喝
の
疑
い
で

男
２
人
を
逮
捕

前
橋
署

前
橋
署
は

日
ま
で
に
、
恐

喝
の
疑
い
で
、
前
橋
市
西
片
貝

町
、
無
職
、
石
田
大
樹

と

同
市
龍
蔵
寺
町
、
会
社
員
、
長

沼
徹
郎

の
両
容
疑
者
を
逮

捕
し
た
。

逮
捕
容
疑
は
昨
年
９
月
７

日
午
後
４
時

分
ご
ろ
、
同

市
内
で
、
派
遣
社
員
男
性
‖

当
時

‖
に
対
し
、
男
女
間

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
と
因
縁

を
付
け
、
「
い
い
度
胸
し
て
ん

な
。
金
を
つ
く
る
方
法
を
教
え

て
や
る
。
心
臓
を
売
れ
ば
い
い

ん
だ
よ
」
な
ど
と
脅
迫
し
、
現

金

万
円
を
脅
し
取
っ
た
疑

い
。同

署
に
よ
る
と
、
両
容
疑
者

は
容
疑
を
否
認
し
て
い
る
。
男

性
は
現
金
１
２
０
万
円
を
支
払

う
と
す
る
念
書
を
書
か
さ
れ
た

上
、
昨
年

月

日
か
ら

月

日
ま
で
の
３
回
に
わ
た
り
、

Ｊ
Ｒ
新
前
橋
駅
付
近
で
現
金
を

手
渡
す
な
ど
し
た
。

¬∀

⇔
⇔
⇔
⇔

⇒¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

元三洋電機ラグビー部監督 宮地 克実さん 14

三
洋
ラ
グ
ビ
ー
部
が
出
来
た
て

の
頃
は
み
ん
な
仲
が
良
か
っ
た
。

家
族
的
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
よ

く
酒
も
一
緒
に
飲
ん
だ
。
創
部
メ

ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
大
塚
保
さ

ん
の
家
に
も
よ
く
選
手
が
集
ま
っ

た
。群

馬
は
東
京
か
ら
離
れ
て
い
る

し
、
地
方
出
身
の
選
手
も
多
か
っ

た
。
遊
ぼ
う
と
思
え
ば
、
太
田
で

も
足
利
で
も
い
く
ら
で
も
遊
べ
る

所
は
あ
る
け
ど
、
都
会
に
比
べ
た

ら
誘
惑
は
少
な
い
。
大
泉
の
職
場

か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
す
ぐ
近
く
だ

っ
た
。仕
事
が
終
わ
っ
て
５
分
か
、

分
も
す
れ
ば
全
員
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
集
ま
れ
る
。
ラ
グ
ビ
ー
に
打

ち
込
め
る
環
境
は
そ
ろ
っ
て
い

た
。一

緒
に
餅
つ
き
を
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
臼
を
そ
ろ
え
て
、
も
ち

米
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
「
大
餅
つ

き
大
会
」
だ
。
米
を
間
違
え
て
買

い
過
ぎ
て
、
餅
が
余
っ
て
し
ま
い

「
持
っ
て
帰
れ
」
と
な
っ
た
。

大
塚
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
ハ

ワ
イ
ア
ン
の
バ
ン
ド
が
で
き
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
大
塚
さ
ん
は
ス
チ

ー
ル
ギ
タ
ー
が
う
ま
か
っ
た
。
練

習
後
に
酒
を
飲
ん
で
い
る
時
、
バ

ン
ド
を
組
む
話
が
持
ち
上
が
り
、

そ
の
場
に
い
た
同
じ
創
部
メ
ン
バ

ー
の
畑
敏
郎
さ
ん
ら
が
加
わ
っ

た
。

バ
ン
ド
名
は
「
ラ
ガ
ー
ハ
ワ
イ

ア
ン
ズ
」
。
練
習
し
て
熊
谷
の
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
の
シ
ョ
ー
に
出
演
し

た
。
足
利
の
日
本
料
理
店
か
ら
出

演
依
頼
が
あ
っ
て
演
奏
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
俺
は
運
び
屋
。
重
い

ア
ン
プ
を
持
っ
て
運
ん
だ
。
演
奏

が
始
ま
る
と
、最
前
列
に
座
っ
て
、

自
分
の
金
で
酒
を
飲
ん
だ
。
ま
あ
、

サ
ク
ラ
だ
。

三
洋
か
ら
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
に
変

わ
っ
た
今
も
選
手
た
ち
の
仲
は
い

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な
い

と
勝
て
な
い
。
ブ
ツ
ブ
ツ
文
句
を

い
う
選
手
が
い
っ
ぱ
い
出
て
く
れ

ば
強
く
な
ら
な
い
と
思
う
。

フ
ァ
ン
と
選
手
の
交
流
を
目
的

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ラ
グ

ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
地
域

に
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
づ
く
り
は

三
洋
時
代
か
ら
続
く

餅つき バンド 絆深く
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東
置
繭
所
２
階
（
❶
）
は
、

建
物
の
西
側
中
央
部
に
新
設
し

た
外
階
段
を
上
る
。
室
内
に
入

る
と
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

１
０
４
㍍
の
大
空
間
が
浮
か
び

上
が
る
。
１
８
７
２
年
の
製
糸

場
開
設
時
の
状
態
が
良
好
に
保

存
さ
れ
、
三
角
形
を
組
み
合
わ

せ
た
ト
ラ
ス
構
造
の
屋
根
裏
を

確
認
で
き
る
。
昭
和
期
に
入
り

片
倉
工
業
が
経
営
し
た
時
代
に

使
わ
れ
た
繭
袋
や
台
車
も
展
示

し
て
い
る
。

工
事
見
学
施
設
３
階
（
❷
）

は
高
さ
約

㍍
で
、
西
置
繭
所

の
屋
根
部
分
を
ガ
ラ
ス
越
し
に

見
学
で
き
る
。
南
側
の
瓦
か
ら

解
体
調
査
し
て
お
り
、
運
が
良

け
れ
ば
作
業
（
❸
）
を
間
近
に

見
ら
れ
そ
う
だ
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

（
貸
出
料
大
人
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
０
０
円
）
を
着
け

て
見
学
す
る
。

国
重
要
文
化
財
の
鉄
水
槽

（
❹
）
は

年
の
建
造
。
円
柱

状
（
直
径

㍍
）
で
、
繰
糸
に

使
う
水
約
４
０
０
㌧
を
た
め

た
。
鉄
板
を
造
船
技
術
の
リ
ベ

ッ
ト
接
合
で
組
み
立
て
て
お

り
、
明
治
初
期
の
貴
重
な
産
業

遺
産
だ
。

富岡製糸場 東置繭所２階など公開
富岡市は 日、非公開とな

っている富岡製糸場の東置繭

所２階や西置繭所の保存修理

工事見学施設、鉄水槽を報道

陣に公開した。 日からの一

般公開を前に、一足早く写真

で紹介する。
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（１８）(平成２８年) （１８）(平成２８年)


